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は
じ
め
に

　
二
〇
一
五
年
の
冬
、
中
国
に
余
秀
華
（
一
九
七
六

－

）
と
い
う
気

鋭
の
詩
人
が
彗
星
の
ご
と
く
現
れ
た
。
二
〇
一
五
年
一
月
に
彼
女
の

一
篇
の
詩
「
穿
過
大
半
個
中
国
去
睡
你
」（
中
国
の
ほ
と
ん
ど
を
横

切
っ
て
あ
な
た
と
寝
に
ゆ
く
＝
筆
者
訳
、
以
下
同
）（
二
〇
一
四
年
）

が
「
微
信
」（
中
国
版
ラ
イ
ン
）で
大
量
転
送
さ
れ
、彼
女
は
ほ
と
ん
ど

一
夜
に
し
て
現
代
中
国
で
最
も
有
名
な
詩
人
の
ひ
と
り
と
な
っ
た
。

初
の
詩
集
『
月
光
落
在
左
手
上
│
│
余
秀
華
詩
集
』（
月
光
は
左
手

の
上
に
落
ち
る
│
│
余
秀
華
詩
集
）（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二

〇
一
五
年
）
は
四
版
を
重
ね
一
〇
万
部
を
売
り
上
げ
て
、
こ
の
二
〇

年
来
の
中
国
に
お
け
る
詩
集
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
記
録
し
て
い
〉
1
〈

る
。

　
伝
統
的
に
は
文
人
に
よ
る
格
式
の
高
い
文
字
芸
術
と
見
な
さ
れ
て

き
た
中
国
の
詩
に
あ
っ
て
、
農
民
女
性
が
書
い
た
詩
が
こ
れ
ほ
ど
の

勢
い
で
知
れ
渡
り
、
さ
ら
に
は
文
化
的
な
事
件
に
ま
で
発
展
し
て

い
っ
た
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
画
期
的
な
事
象
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
余
秀
華
を
世
に
送
り
出
し
た
『
詩
刊
』
の
編
集
者
で
詩
人
の
劉

年
（
一
九
七
四

－

）
は
、
彼
女
の
詩
を
次
の
よ
う
に
評
価
し
た
。

　
　
農
作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
脳
性
麻
痺
患
者
で
あ
り
な
が

ら
、
常
人
が
及
ば
な
い
言
葉
の
天
才
で
あ
る
。
顧
み
ら
れ
な
い
愛

で
あ
れ
、
心
深
く
に
刻
み
込
ま
れ
た
痛
み
で
あ
れ
、
彼
女
の
文
字

に
よ
っ
て
ふ
っ
く
ら
し
た
籾
の
よ
う
な
重
み
と
力
が
満
た
さ
れ
る

の
〉
2
〈

だ
。

詩
に
浄
化
さ
れ
る
身
体 

　
─
─
余
秀
華
と
い
う
現
象
と
そ
の
詩
─
─
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こ
の
批
評
か
ら
も
読
み
取
ら
れ
る
よ
う
に
、
余
秀
華
は
湖
北
の
小

さ
く
貧
し
い
農
村
の
女
性
で
あ
り
、
身
体
に
は
脳
性
麻
痺
の
障
害
が

あ
る
。「
農
民
」、「
脳
癱
」（
脳
性
麻
痺
）
と
い
う
社
会
的
立
場
が

「
最
底
辺
」
に
あ
る
境
遇
と
そ
の
自
由
奔
放
な
愛
情
の
詩
の
強
烈
な

対
比
に
よ
っ
て
、
余
秀
華
の
名
は
一
気
に
知
れ
渡
り
、
一
躍
時
の
人

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
著
名
な
中
国
現
代
詩
の
批
評
家
呉
思
敬
は
、余
秀
華
が
受
容
さ
れ

て
い
っ
た
最
初
の
段
階
を
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

　
　
底
辺
で
生
活
を
す
る
詩
人
は
ど
ん
な
時
代
に
も
存
在
す
る
が
、

底
辺
で
生
活
し
、
さ
ら
に
障
害
の
あ
る
詩
人
は
そ
う
は
い
な
い
。

と
く
に
「
脳
性
麻
痺
」
の
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
た
詩
人
は
さ
ら
に

稀
で
あ
る
。
詩
の
創
作
は
高
度
に
脳
力
を
消
耗
す
る
。「
一
つ
の

詩
を
絞
り
出
す
た
び
に
、
数
本
の
髭
が
な
く
な
る
」
と
言
わ
れ
て

き
た
ほ
ど
だ
。「
脳
性
麻
痺
」
に
な
っ
て
も
詩
を
書
く
こ
と
が
で

き
る
、
し
か
も
よ
い
詩
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
自
体
が
話

の
種
を
作
り
出
し
、
同
時
に
読
者
の
好
奇
心
を
掻
き
立
て
た

の
〉
3
〈

だ
。

　
各
メ
デ
ィ
ア
も
ま
た
、「
脳
性
麻
痺
」「
女
」「
農
民
」
と
い
っ
た

レ
ッ
テ
ル
を
こ
の
詩
人
の
前
に
冠
し
、
詩
と
は
文
人
の
男
性
が
書
く

も
の
と
い
う
固
定
概
念
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
強
調
し
て
報
道
し
て
き

た
。
そ
の
こ
と
が
よ
り
多
く
の
読
者
の
興
味
を
掻
き
立
て
た
。
し
か

し
、
微
信
に
余
秀
華
の
詩
「
中
国
の
ほ
と
ん
ど
を
横
切
っ
て
あ
な
た

と
寝
に
ゆ
く
」
が
大
量
転
送
さ
れ
た
と
き
、
作
者
の
こ
う
し
た
背
景

を
知
ら
ず
、
た
だ
女
性
の
立
場
か
ら
発
せ
ら
れ
た
赤
裸
々
な
情
欲
表

現
に
、
彼
女
の
詩
が
も
つ
生
命
力
と
直
接
的
な
訴
求
力
に
深
く
感
銘

し
た
読
者
も
き
わ
め
て
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
テ
ク
ス
ト

が
詩
人
の
身
体
と
は
無
関
係
に
受
容
さ
れ
た
後
、
再
び
詩
人
の
存
在

と
そ
の
身
体
性
が
顧
み
ら
れ
、
彼
女
の
詩
に
対
す
る
理
解
が
よ
り
深

ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
受
容
の
あ
り
方
に
も
表
れ
て
い
る

よ
う
に
、
余
秀
華
と
い
う
詩
人
の
身
体
と
そ
の
詩
は
相
互
に
補
完

し
、
刺
激
し
合
う
よ
う
な
関
係
に
あ
る
よ
う
だ
。
本
稿
で
は
余
秀
華

の
代
表
的
な
詩
を
翻
訳
で
何
篇
か
紹
介
し
な
が
ら
、
彼
女
の
詩
と
身

体
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

一
　
余
秀
華
の
生
い
立
ち
か
ら
走ブ
レ
ー
ク紅

ま
で

　
余
秀
華
は
、
一
九
七
六
年
に
湖
北
省
鐘
祥
市
石
牌
鎮
横
店
村
八
組

の
農
家
に
生
ま
れ
た
。
分
娩
時
の
酸
欠
に
よ
り
脳
性
麻
痺
を
発
症

し
、
四
肢
の
麻
痺
と
語
音
が
は
っ
き
り
し
な
い
構
音
の
障
害
が
残
っ

た
。
筆
記
が
困
難
な
た
め
、
大
学
受
験
を
断
念
し
高
校
を
退
学
し
て

い
る
。

　
父
余
文
海
と
母
周
金
香
が
二
人
で
野
良
に
出
る
。
余
秀
華
は
実
家

で
簡
単
な
家
事
の
手
伝
い
を
し
て
暮
ら
し
て
き
た
。
一
九
歳
の
時
、

荊
門
に
出
稼
ぎ
に
き
て
い
た
一
二
歳
年
上
の
尹
世
平
を
両
親
が
婿
養
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子
に
迎
え
、
尹
と
の
間
に
一
子
を
も
う
け
た
。
夫
の
伊
は
北
京
の
建

築
現
場
で
働
く
農
民
工
（
出
稼
ぎ
農
民
労
働
者
）
で
、
一
年
の
ほ
と

ん
ど
を
留
守
に
す
る
。
余
秀
華
は
夫
と
の
関
係
を
、「
彼
は
激
昂
し

や
す
く
、
心
が
狭
く
、
ケ
チ
な
性
格
で
、
二
人
一
緒
に
な
れ
ば
互
い

に
腹
を
探
り
合
い
、
す
ぐ
に
喧
嘩
に
な
る
。
彼
と
の
結
婚
は
私
の
人

生
最
大
の
失
敗
だ
っ
〉
4
〈

た
」
と
語
り
、「
生
活
に
お
い
て
そ
も
そ
も
私

は
夫
の
こ
と
を
考
え
ず
、
彼
も
本
当
に
私
の
生
活
に
入
っ
て
き
た
こ

と
は
な
い
。
ど
ん
な
こ
と
も
彼
に
話
す
こ
と
は
し
な
い
し
、
彼
も
私

に
関
心
が
な
〉
5
〈

い
」
と
吐
露
し
て
い
る
。

　
結
婚
か
ら
三
年
後
の
一
九
九
八
年
、
横
店
村
で
の
単
調
な
生
活
の

な
か
で
、
初
め
て
の
詩
「
印
痕
」（
傷
跡
）
を
書
き
上
げ
た
。「
印

痕
」
は
詩
集
に
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
詩

か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
や
は
り
自
身
の
運
命
を
見
据
え
た

詩
だ
っ
た
よ
う
だ
。
余
秀
華
は
詩
作
を
始
め
た
当
時
の
こ
と
を
次
の

よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　
　
最
初
に
文
字
で
自
分
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
私
は
詩
を

選
択
し
た
。
な
ぜ
な
ら
私
は
脳
性
麻
痺
で
、
一
字
を
書
き
上
げ
る

の
に
も
た
い
へ
ん
苦
労
す
る
。
そ
れ
は
私
に
最
大
の
力
で
身
体
の

均
衡
を
保
つ
よ
う
求
め
る
。
そ
れ
か
ら
最
大
の
力
で
左
手
を
右
腕

で
押
さ
え
つ
け
て
、
よ
う
や
く
ね
じ
曲
が
っ
た
文
字
を
一
字
書
き

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
あ
ら
ゆ
る
文
章
の
ス
タ
イ
ル
の
中

で
詩
は
字
数
が
最
も
少
な
い
か
ら
、
そ
う
な
っ
た
の
も
ご
く
自
然

な
こ
と
だ
っ
〉
6
〈
た
。

　
比
較
的
少
な
い
文
字
で
表
現
可
能
な
詩
と
い
う
文
学
様
式
は
、
余

秀
華
の
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
て
す
む
。
一
本
の
指
で
ひ
と
つ
ず

つ
キ
ー
ボ
ー
ド
を
押
し
て
言
葉
を
紡
ぎ
、
一
日
に
一
篇
か
ら
数
篇
の

詩
を
書
き
溜
め
て
き
た
。
二
〇
〇
一
年
頃
か
ら
地
元
紙
『
荊
門
日

報
』
に
詩
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
。
二
〇
〇
九
年
に
ブ
ロ
グ
を
開

設
し
、
意
欲
的
に
詩
を
投
稿
し
始
め
る
と
徐
々
に
反
響
を
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
二
〇
一
四
年
に
は
中
国
作
家
協
会
が
主
管
す
る

国
家
級
の
詩
誌
『
詩
刊
』
の
編
集
者
劉
年
の
目
に
留
ま
り
、
九
月
号

に
余
秀
華
の
特
集
「
在
打
谷
場
上
趕
鶏
」（
脱
穀
場
で
鶏
を
追
う
）

が
組
ま
れ
て
、「
我
愛
你
」（
二
〇
一
四
年
）、「
我
養
的
狗
，
叫
小

巫
」（
私
の
犬
、
小シ
ャ
オ
ウ
ー巫

）（
二
〇
一
四
年
）
な
ど
の
詩
九
篇
と
随
筆

「
揺
揺
晃
晃
的
人
間
」（
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
人
の
世
）
が
掲
載
さ
れ
た
。

　
同
年
一
一
月
一
〇
日
に
は
『
詩
刊
』
の
微
信
公
衆
号
（
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
）
で
、
彼
女
の
同
随
筆
と
詩
が
「
揺
揺
晃
晃
的

人
間
│
│
一
位
脳
癱
患
者
的
詩
」（
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
人
の
世
│
│

あ
る
脳
性
麻
痺
患
者
の
詩
）
と
し
て
発
信
さ
れ
、
数
日
の
う
ち
に
閲

覧
数
が
五
万
を
記
録
す
る
。

　
一
二
月
一
七
日
に
は
『
詩
刊
』
と
人
民
大
学
共
催
の
詩
の
朗
読
会

に
参
加
。
こ
れ
を
受
け
て
『
人
民
日
報
』
は
一
二
月
二
二
日
に
余
秀

華
の
特
集
記
事
「
詩
裡
詩
外
余
秀
華
│
│
受
《
詩
刊
》
邀
請
，
脳
癱

女
詩
人
在
人
民
大
学
朗
誦
自
己
的
詩
歌
」（
詩
と
詩
以
外
の
余
秀
華
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│
│
『
詩
刊
』
の
招
待
を
受
け
脳
性
麻
痺
の
女
性
詩
人
が
人
民
大
学

で
自
身
の
詩
を
朗
読
）
を
特
大
で
掲
載
し
た
。
こ
れ
ら
が
呼
び
水
と

な
っ
て
、
微
信
に
流
さ
れ
た
彼
女
の
略
歴
と
詩
「
中
国
の
ほ
と
ん
ど

を
横
切
っ
て
あ
な
た
と
寝
に
ゆ
く
」
が
大
量
転
送
さ
れ
て
、
一
息
に

人
口
に
膾
炙
し
た
。

　
二
月
に
は
初
の
詩
集
『
月
光
落
在
左
手
上
│
│
余
秀
華
詩
集
』
と

『
搖
搖
晃
晃
的
人
間
│
│
余
秀
華
詩
選
』（
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
人
の
世

│
│
余
秀
華
詩
選
集
）（
湖
南
文
芸
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
を
同

時
に
上
梓
し
、
同
年
三
月
に
は
台
湾
の
印
刻
文
学
も
こ
の
二
冊
の
繁

体
字
版
を
文
学
叢
書
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
出
版
し
た
。
冒
頭
で
も
触
れ

た
よ
う
に
、『
月
光
落
在
左
手
上
│
│
余
秀
華
詩
集
』
は
こ
こ
二
〇

年
来
の
中
国
に
お
け
る
詩
集
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
記
録
し
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
四
月
に
は
、
雲
南
の
新
人
王
単
単
（
一
九
八
二

－

）
と

共
に
、
二
〇
一
四
年
度
『
詩
刊
』
青
年
詩
人
賞
を
受
賞
し
〉
7
〈

た
。

二
　
余
秀
華
現
象
と
「
大
衆
」
論
争

　
本
節
で
は
余
秀
華
と
い
う
現
象
を
沈
睿
と
沈
浩
波
（
一
九
七
六

－

）
の
論
争
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
論
争
に
火
を
つ
け
た

の
は
、
米
国
在
住
の
詩
人
沈
睿
が
、
一
月
一
二
日
の
深
夜
に
自
身
の

新
浪
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
し
た
「
什
麼
是
詩
歌
？
：
余
秀
華
│
│
這
讓

我
徹
夜
不
眠
的
詩
人
」（
何
が
詩
な
の
か
？
│
│
私
を
眠
ら
せ
な
い

詩
人
余
秀
華
）
の
文
章
で
あ
る
。
沈
睿
は
こ
の
文
章
の
中
で
、
微
信

上
で
余
秀
華
の
略
歴
と
彼
女
の
詩
を
読
ん
だ
時
の
興
奮
を
語
り
、
余

秀
華
の
愛
情
の
詩
「
我
愛
你
」、「
中
国
の
ほ
と
ん
ど
を
横
切
っ
て
あ

な
た
と
寝
に
ゆ
く
」
な
ど
数
篇
を
引
用
し
た
後
に
次
の
よ
う
に
評

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
強
烈
で
美
し
さ
が
極
限
に
達
し
た
愛
情
の
詩
、
情
愛

の
詩
を
、
女
性
の
立
場
か
ら
誰
も
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

私
は
彼
女
は
中
国
の
エ
ミ
リ
ー
・
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
〔
一
九
世
紀
米

国
の
女
流
詩
人
＝
引
用
者
注
、
以
下
同
〕
だ
と
感
じ
た
。
奇
抜
な

想
像
力
、
言
葉
の
も
つ
衝
撃
の
力
強
さ
が
あ
る
。
中
国
の
ほ
と
ん

ど
の
女
性
詩
人
の
詩
と
比
べ
て
、
余
秀
華
の
詩
は
純
粋
な
詩
で
あ

り
、
命
の
詩
で
あ
る
。
せ
い
い
っ
ぱ
い
飾
り
つ
け
ら
れ
た
盛
宴
で

も
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
で
も
な
く
、
そ
れ
は
言
葉
の
流
星
雨
で
あ

り
、
そ
の
輝
き
に
思
わ
ず
じ
っ
と
見
と
れ
て
し
ま
う
。
感
情
の
深

さ
が
人
の
心
を
打
ち
、
胸
を
苦
し
く
さ
せ
〉
8
〈

る
。

沈
睿
が
こ
こ
で
用
い
た
「
中
国
の
エ
ミ
リ
ー
・
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
」
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
瞬
く
間
に
余
秀
華
の
詩
を
肯
定
的
に
捉
え
る
際

の
代
名
詞
と
し
て
広
ま
り
、
余
秀
華
人
気
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
七
〇
後
」（
一
九
七
〇
年
代
生
ま
れ
）
の
詩
人
で

「
下
半
身
詩
歌
運
動
」（
二
〇
〇
〇
年
に
沈
浩
波
が
創
刊
し
た
詩
誌

『
下
半
身
』
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
自
身
の
肉
体
に
密
着
し

た
筆
致
を
重
視
す
る
）
の
発
信
者
で
あ
り
、
出
版
界
の
成
功
者
で
も
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あ
る
沈
浩
波
は
、
一
月
一
九
日
付
の
『
詩
歌
是
一
束
光
』（
詩
と
は

一
束
の
光
）
の
微
信
公
衆
号
に
、「
談
談
余
秀
華
的
詩
歌
以
及
大
衆

閲
読
口
味
」（
余
秀
華
の
詩
及
び
大
衆
の
好
み
）
を
寄
せ
、
そ
の
中

で
次
の
よ
う
に
批
評
し
た
。

　
　
詩
と
は
個
の
心
の
魂
の
芸
術
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
な
に
よ
り
ま

ず
個
人
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
わ
ざ
と
大
衆
を
拒
絶
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
は
生
ま
れ
つ
き
の
拒
絶
者
で

も
あ
る
。
個
人
の
魂
の
存
在
は
か
ね
て
よ
り
集
体
に
対
す
る
無
意

識
の
反
逆
で
し
か
あ
り
得
ず
、
偶
然
に
重
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、

そ
れ
は
や
は
り
詩
人
と
な
る
個
体
と
読
者
と
な
る
個
体
の
間
の
魂

の
呼
応
で
あ
〉
9
〈

る
。

　
沈
浩
波
は
続
け
て
、「
詩
歌
と
は
あ
ら
ゆ
る
文
章
形
式
と
芸
術
形

態
の
な
か
で
、
個
人
の
精
神
的
な
昇
華
の
程
度
が
最
高
の
も
の
で
、

し
た
が
っ
て
そ
れ
は
必
然
的
に
大
衆
と
い
う
集
体
か
ら
最
も
遠
い
と

こ
ろ
に
あ
〉
10
〈

る
」
と
し
、
優
れ
た
詩
と
は
大
衆
を
拒
絶
す
る
も
の
と
い

う
見
方
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
余
秀
華
人
気
と
大
衆
及
び
メ
デ
ィ
ア

と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
　
今
日
の
大
衆
は
よ
り
卑
俗
で
、
功
利
的
で
、
偽
善
に
満
ち
た
一

群
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
々
（
特
に
メ
デ
ィ
ア
）
が
詩
人
余
秀
華

の
前
に
、
必
ず
わ
ざ
わ
ざ
「
脳
性
麻
痺
」
と
い
う
形
容
詞
を
つ

け
、「
脳
性
麻
痺
詩
人
余
秀
華
」
と
い
う
こ
の
組
み
合
わ
せ
を
使

う
の
を
目
に
す
る
と
、
私
は
強
い
嫌
悪
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
詩
人
の
疾
病
を
使
っ
て
偽
善
の
物
見
客
を
呼
び
寄
せ
る
メ

デ
ィ
ア
の
本
能
な
の
で
あ
る
。
こ
の
個
人
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
に
お

い
て
、
大
衆
の
な
か
の
一
人
一
人
が
み
な
こ
の
手
の
卑
俗
な
本
能

を
備
え
て
い
る
の
で
あ
〉
11
〈

る
。

　
そ
の
後
、
富
士
康
（Foxconn

）
の
労
働
者
で
「
打
工
詩
人
」（
労

働
者
詩
人
）
と
呼
ば
れ
た
許
立
志
（
一
九
九
〇

－

二
〇
一
四
）
を
引

き
合
い
に
出
し
、「
メ
デ
ィ
ア
と
公
衆
に
と
っ
て
、「
自
殺
的
打
工
詩

人
」（
自
殺
し
た
労
働
者
詩
人
）
や
「
脳
癱
詩
人
」（
脳
性
麻
痺
詩
人
）

と
い
っ
た
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
で
し
か
彼
ら
の
興
味
を
惹
く
こ
と

が
で
き
な
い
の
〉
12
〈
だ
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
多
く
の
詩
人
が
こ
ぞ
っ
て

余
秀
華
の
詩
に
対
し
て
讃
嘆
の
声
を
あ
げ
た
。
そ
の
中
で
最
も
注
目

す
べ
き
な
の
は
、
米
国
在
住
の
女
性
詩
人
沈
睿
で
あ
り
、
広
く
流
布

し
た
文
章
の
中
で
彼
女
は
、
余
秀
華
を
中
国
の
エ
ミ
リ
ー
・
デ
ィ
キ

ン
ソ
ン
だ
と
称
し
〉
13
〈

た
」
と
し
た
う
え
で
、

　
　
私
は
大
衆
の
趣
と
専
門
家
の
趣
と
が
こ
の
よ
う
に
「
千
載
一
遇

の
め
ぐ
り
合
い
」
を
す
る
こ
と
を
見
た
こ
と
が
な
い
し
、
こ
の
よ

う
な
「
美
談
」
の
存
在
を
、
私
は
信
じ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
私
は

こ
れ
ら
提
灯
持
ち
の
現
代
詩
に
対
す
る
審
美
観
に
疑
い
を
も
〉
14
〈

つ
。
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と
述
べ
て
沈
睿
の
詩
観
を
酷
評
し
た
。
沈
浩
波
は
同
時
に
実
際
に
余

秀
華
の
詩
を
挙
げ
、
余
秀
華
の
詩
は
使
い
古
さ
れ
た
抒
情
的
な
要
素

が
多
く
含
ま
れ
る
通
俗
的
な
表
現
形
式
で
、
世
俗
に
媚
び
る
も
の
だ

と
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
沈
睿
は
、「
中
国
有
些
男
詩
人
自
恋
得
厲
害
」　

（
一
部
の
中
国
の
男
性
詩
人
は
ひ
ど
い
ナ
ル
シ
ス
ト
で
あ
る
）
と
い

う
微
信
上
の
文
章
の
な
か
で
、

　
沈
浩
波
は
そ
も
そ
も
大
衆
を
見
下
し
て
い
る
。
大
衆
を
蔑
む
こ
と

は
中
国
詩
の
致
命
傷
だ
。
…
…
私
の
ブ
ロ
グ
に
は
数
百
の
コ
メ
ン

ト
が
残
さ
れ
て
い
る
。
私
の
考
え
は
、
誰
が
大
衆
な
の
か
？
と
い

う
こ
と
だ
。
も
し
沈
浩
波
が
こ
れ
ら
の
人
を
み
な
取
る
に
足
ら
な

い
大
衆
だ
と
考
え
て
い
る
の
な
ら
、彼
は
大
衆
を
侮
辱
し
て
い
る

の
〉
15
〈

だ
。

と
激
し
く
反
駁
し
、
余
秀
華
の
詩
を
改
め
て
評
価
し
た
。

　
沈
浩
波
は
、
詩
と
大
衆
が
隔
絶
し
た
も
の
だ
と
す
る
姿
勢
を
崩
さ

ず
、
余
秀
華
の
身
体
性
や
境
遇
を
完
全
に
排
し
、
詩
そ
の
も
の
を
あ

く
ま
で
形
式
的
に
論
じ
よ
う
と
す
る
。
一
方
、
沈
睿
は
女
権
擁
護
の

立
場
か
ら
中
国
の
男
権
主
義
を
批
判
し
、
社
会
の
周
縁
に
あ
る
余
秀

華
の
身
体
性
や
出
自
を
含
め
て
彼
女
の
詩
に
理
解
を
示
し
た
。

　
図
ら
ず
も
こ
の
両
者
の
論
争
が
、
余
秀
華
の
知
名
度
を
さ
ら
に
一

般
大
衆
に
ま
で
押
し
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
後
余
秀
華
現
象

は
、
中
国
当
代
（
新
中
国
建
国
以
後
を
指
す
時
代
区
分
）
詩
壇
に
ま

で
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
二
月
九
日
、
中
国
作
協
と
詩
刊
社

及
び
文
芸
報
社
が
合
同
で
、「「
草
根
詩
人
」
現
象
与
詩
歌
新
生
態
研

討
会
」（「
草
の
根
詩
人
」
現
象
と
詩
歌
の
新
生
態
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
）
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
李
敬
沢
、
呉
思
敬
、
彭
学
明
、
林

莽
、
霍
俊
明
、
劉
立
雲
ら
作
協
の
著
名
な
詩
人
及
び
批
評
家
十
数
名

が
参
加
し
て
、「
草
の
根
詩
」
の
特
徴
や
現
実
と
の
関
係
、
新
し
い

メ
デ
ィ
ア
の
詩
歌
生
態
に
対
す
る
影
響
な
ど
の
問
題
を
討
論
し
た
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
直
接
的
に
は
、
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻

き
起
こ
し
た
余
秀
華
現
象
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
劉
立
雲
は
発
言
の
冒
頭
で
、「「
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
」
農
婦
余

秀
華
は
頗
る
勢
い
の
あ
る
詩
で
、「
草
の
根
詩
人
」
現
象
と
詩
の
新

し
い
生
態
に
火
を
つ
け
、
そ
れ
は
公
共
の
事
件
に
ま
で
発
展
し
〉
16
〈

た
」

と
述
べ
て
、
余
秀
華
現
象
に
対
す
る
称
賛
と
歓
迎
を
表
明
し
た
。

　
ま
た
、
呉
思
敬
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
な
か
で
、
余
秀
華
現
象

を
中
国
当
代
詩
の
な
か
に
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
。

　
　
こ
こ
数
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
詩
歌
に
対
す
る
炒
作
〔
メ

デ
ィ
ア
上
で
の
過
剰
報
道
の
こ
と
〕
は
、
ほ
と
ん
ど
が
マ
イ
ナ
ス

面
の
も
の
だ
っ
た
。
例
え
ば
、「
梨
花
体
」〔
ネ
ッ
ト
上
で
流
行
っ

た
悪
ふ
ざ
け
の
類
い
の
「
詩
」
の
パ
ロ
デ
ィ
。
な
ん
で
も
な
い
文

を
改
行
し
て
詩
の
体
裁
に
し
た
だ
け
の
も
の
〕、「
羊
羔
体
」〔
中
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国
の
ネ
ッ
ト
市
民
が
魯
迅
文
学
賞
詩
歌
賞
を
受
賞
し
た
車
延
高
の

口
語
詩
を
皮
肉
っ
た
造
語
〕、「
方
方
と
柳
忠
秧
の
争
い
」〔
湖
北

省
作
家
協
会
主
席
の
方
方
が
、
湖
北
の
詩
人
柳
忠
秧
の
詩
を
魯
迅

文
学
賞
に
推
薦
さ
れ
る
に
値
し
な
い
と
し
て
柳
を
名
指
し
で
批
判

し
た
〕、「
周
嘯
天
詩
詞
之
争
」〔
魯
迅
文
学
賞
詩
歌
賞
を
受
賞
し

た
四
川
の
詩
人
周
嘯
天
の
古
体
詩
を
め
ぐ
る
論
争
〕
…
…
こ
の
一

連
の
煽
り
の
な
か
で
、
当
代
詩
の
核
心
的
な
価
値
観
は
脱
構
築
さ

れ
、
大
衆
の
娯
楽
の
道
具
に
成
り
果
て
た
。
し
か
し
余
秀
華
の
過

剰
報
道
は
こ
れ
と
は
異
な
る
。
余
秀
華
の
現
象
は
む
し
ろ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
プ
ラ
ス
面
の
力
量
が
多
分
に
体
現
さ
れ
、
ネ
ッ
ト

市
民
の
当
代
詩
に
対
す
る
理
解
が
ま
さ
に
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
〉
17
〈

た
。

　
こ
こ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
入
り
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

ば
か
り
が
先
行
し
て
い
た
当
代
詩
が
、
初
め
て
ネ
ッ
ト
市
民
か
ら
好

意
的
に
、
か
つ
大
規
模
に
受
容
さ
れ
、
そ
の
後
現
象
が
詩
壇
に
ま
で

波
及
し
て
い
っ
た
過
程
が
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
微
信
を
介
し
て
中
国
全
土
に
広
が
っ
た
余
秀
華
と
い
う
文

化
現
象
は
、
沈
睿
と
沈
浩
波
の
「
大
衆
」
を
め
ぐ
る
論
争
を
経
て
、

遂
に
は
詩
壇
の
内
部
深
く
に
ま
で
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
現
在
中
国
で
は
余
秀
華
現
象
が
ひ
と
つ
の
起
爆
剤
と
な
っ
て
、

人
々
の
現
代
詩
に
対
す
る
関
心
が
復
活
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
注
目
に

値
す
る
だ
ろ
う
。『
為
你
読
詩
』（
あ
な
た
の
た
め
に
読
む
詩
）
や

『
読
首
詩
再
睡
覚
』（
数
篇
の
詩
を
読
ん
で
お
や
す
み
）、『
詩
刊
社
』

等
の
微
信
公
衆
号
の
定
期
購
読
者
は
十
万
か
ら
数
十
万
に
達
し
、
海

子
（
一
九
六
四

－

一
九
八
九
）
や
昌
耀
（
一
九
三
六

－

二
〇
〇
〇
）

の
記
念
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
が
微
信
の
「
朋
友
圏
」（
グ
ル
ー

プ
）
で
大
量
転
送
さ
れ
る
現
象
も
起
き
て
い
る
。
劉
年
は
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、「
詩
歌
の
黄
金
時
代
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
、
ま
た

『
詩
刊
』
の
副
編
集
長
李
少
君
は
「
詩
歌
が
ふ
た
た
び
人
々
の
日
常

に
帰
っ
て
き
〉
18
〈

た
」
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
詩
を
め

ぐ
る
事
象
の
広
が
り
と
変
化
か
ら
見
て
も
、
余
秀
華
現
象
が
単
な
る

一
過
性
型
の
ブ
ー
ム
で
は
な
く
、
中
国
当
代
詩
の
生
態
に
ま
で
影
響

を
及
ぼ
し
た
文
化
的
な
事
件
だ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
理
解
さ
れ
て
こ

よ
う
。三

　
肉
体
と
精
神
の
ジ
レ
ン
マ

　
二
〇
一
五
年
一
月
中
旬
か
ら
人
気
が
急
上
昇
し
た
後
、
余
秀
華
は

自
身
の
ブ
ロ
グ
に
、「
私
の
身
分
の
順
序
は
こ
う
な
の
だ
。
女
、
農

民
、
詩
人
。
こ
の
順
序
は
永
遠
に
入
れ
変
わ
る
こ
と
は
な
〉
19
〈

い
」
と
い

う
コ
メ
ン
ト
を
残
し
た
。
ま
た
、「
女
、
農
民
、
詩
人
の
な
か
で
、

女
が
最
も
根
本
的
な
ひ
と
つ
だ
。
ほ
か
の
ふ
た
つ
は
必
要
な
と
き
も

あ
る
し
不
要
な
と
き
も
あ
る
。
女
か
ら
は
直
接
詩
に
渡
っ
て
い
け
る

が
、
詩
人
に
は
で
き
な
〉
20
〈

い
」
と
も
話
す
。
こ
の
身
分
順
序
は
彼
女
の

詩
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
だ
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ろ
う
か
。
女
、
農
民
、
身
体
と
い
っ
た
余
秀
華
の
立
ち
位
置
に
注
目

し
な
が
ら
、
出
世
作
の
「
中
国
の
ほ
と
ん
ど
を
横
切
っ
て
あ
な
た
と

寝
に
ゆ
く
」
を
見
て
い
き
た
い
。

　
　
中
国
の
ほ
と
ん
ど
を
横
切
っ
て
あ
な
た
と
寝
に
ゆ
く

　
ほ
ん
と
う
は
、
あ
な
た
と
寝
る
こ
と
と
あ
な
た
に
寝
ら
れ
る
こ
と

は
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
、
そ
れ
は
ふ
た
つ
の
肉
体
が
ぶ
つ
か
り
合

う
力
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
力
が
急
き
た
て
て
開
か
せ
た
花
と
い

う
だ
け
で
、
そ
の
花
び
ら
が
仮
想
し
た
春
が
私
た
ち
に
命
が
ふ
た

た
び
よ
み
が
え
り
つ
つ
あ
る
と
錯
覚
さ
せ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
だ

け
　
ほ
と
ん
ど
の
中
国
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
だ
っ
て
起
き
て
い
る

　
火
山
が
噴
火
し
、
川
は
枯
れ
て
い
る

　
話
の
タ
ネ
に
も
な
ら
な
い
ど
こ
か
の
政
治
犯
と
流
民
た
ち

　
銃
口
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
ど
こ
か
の
四シ
フ
ゾ
ウ

不
像
と
丹
頂
鶴

　
私
は
銃
弾
の
雨
を
潜
り
抜
け
て
あ
な
た
と
寝
に
ゆ
く

　
私
は
無
数
の
暗
い
夜
を
一
つ
の
黎
明
に
押
し
込
め
て
あ
な
た
と
寝

に
ゆ
く

　
私
は
ど
こ
ま
で
も
駆
け
な
が
ら
、
無
数
に
い
る
私
を
一
人
の
私
に

変
え
て
あ
な
た
と
寝
に
ゆ
く

　
も
ち
ろ
ん
、
ど
こ
か
の
蝶
に
分
か
れ
道
へ
と
誘
わ
れ
る
こ
と
だ
っ

て
あ
る
だ
ろ
う

　
だ
れ
か
の
褒
め
言
葉
を
春
と
見
な
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
　
横
店
と
よ
く
似
た
村
を
故
郷
と
見
な
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う

　
で
も
そ
れ
ら
は
み
な

　
私
が
あ
な
た
と
寝
に
ゆ
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
理
由
の
よ

う
な
も
〉
21
〈

の

　
こ
の
詩
は
『
詩
刊
』
の
余
秀
華
特
集
に
は
採
ら
れ
て
お
ら
ず
、
微

信
を
通
じ
て
広
ま
っ
た
。
女
権
擁
護
の
立
場
か
ら
こ
の
詩
が
広
ま
っ

て
い
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
米

国
在
住
の
沈
睿
が
こ
の
詩
を
賞
賛
し
、
そ
の
後
北
京
の
女
権
擁
護
の

民
間
団
体
「
女
権
之
声
」
が
す
ぐ
に
沈
睿
に
呼
応
し
て
、
微
信
の
記

事
「「
中
国
的
艾
米
莉
・
迪
金
森
」
│
│
余
秀
華
詩
十
首
」（
中
国
の

エ
ミ
リ
ー
・
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
│
│
余
秀
華
の
詩
十
首
）（
二
〇
一
五

年
一
月
一
五
日
）
の
中
で
こ
の
詩
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
原
文
の
「
睡シ
ュ
イ
ニ
イ你

」
は
、「
あ
な
た
と
寝
に
ゆ
く
」
と
婉
曲
に
訳
し

た
。
実
際
は
よ
り
直
接
的
な
性
的
欲
望
を
表
す
言
葉
で
、
そ
の
言
葉

は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
男
性
か
ら
女
性
へ
向
け
て
発
せ
ら
れ
る
。
作

者
が
女
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
そ
れ
が
女
性
か
ら
男

性
へ
投
げ
か
け
ら
れ
た
詩
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、「
睡シ
ュ
イ
ニ
イ你

」
と

い
う
言
葉
が
想
起
さ
せ
る
男
権
主
義
的
な
既
成
概
念
に
揺
さ
ぶ
り
を

か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
同
時
に
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
の
注
目
を
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集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
余
秀
華
は
こ
の
詩
の
中
で
恋
人
の
も
と
へ
「
銃
弾
の
雨
を
潜
り
抜

け
て
あ
な
た
と
寝
に
ゆ
く
」
と
い
っ
た
熾
烈
な
愛
情
を
表
現
し
て
い

る
。
彼
女
自
身
は
「
未
だ
か
つ
て
愛
情
と
は
無
縁
だ
」
と
再
三
語
っ

て
い
る
が
、
詩
作
に
お
い
て
は
逆
に
愛
情
を
渇
望
し
、
直
接
的
に
情

欲
を
表
現
す
る
。「
睡シ
ュ
イ
ニ
イ你

」
だ
け
で
は
な
く
、「
ど
こ
ま
で
も
駆
け
」

る
こ
と
も
余
秀
華
に
と
っ
て
は
強
い
身
体
的
な
欲
望
で
あ
り
、
ど
こ

ま
で
も
駆
け
る
こ
と
で
作
者
の
精
神
は
不
自
由
な
肉
体
か
ら
解
放
さ

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　「
私
が
あ
な
た
と
寝
に
ゆ
く
」
ま
で
の
道
の
り
は
長
く
険
し
い
。

中
国
を
横
切
っ
て
進
む
と
き
、「
私
」
は
天
災
（
火
山
の
噴
火
）
や

環
境
汚
染
（
枯
れ
た
川
）、
官
僚
の
汚
職
（
政
治
犯
）、
大
量
の
農
民

工
の
都
市
へ
の
流
入
（
流
民
）
と
い
っ
た
中
国
の
厳
し
い
現
実
に
直

面
す
る
。「
ど
ん
な
こ
と
だ
っ
て
起
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
う
し
た

中
国
の
厳
し
い
現
実
が
先
々
で
「
私
」
の
行
く
手
を
阻
み
、
そ
れ
で

も
「
私
」
は
「
銃
弾
の
雨
を
潜
り
抜
け
て
あ
な
た
と
寝
に
ゆ
く
」
の

で
あ
る
。
し
か
し
結
局
、「
私
」
は
「
あ
な
た
」
の
元
へ
た
ど
り
着
く

こ
と
が
で
き
な
い
。
私
は
依
然
「
あ
な
た
と
寝
に
ゆ
く
」
旅
の
途
上

に
あ
る
の
だ
。

　
仮
想
さ
れ
た
「
あ
な
た
」
へ
の
愛
情
は
、
別
の
詩
「
在
我
腐
朽
的

肉
体
上
」（
私
の
腐
っ
た
肉
体
で
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
表
れ
る
。

　
禁
錮
さ
れ
な
か
っ
た
、
自
由
と
愛

　
一
生
を
か
け
て
転
が
り
つ
づ
け
た
こ
の
玉
は
、
終
に
私
た
ち
の
身

体
を
転
が
り
出
て
は
い
か
な
か
っ
た

　
な
に
か
を
得
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
青
春
を
捧
げ
る

　
な
に
か
を
証
明
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
老
い
を
受
け
入
れ
る

　
こ
の
心
は
、
い
ま
だ
に
こ
の
道
を
駆
け
抜
け
て
い
る
│
│
あ
な
た

に
逢
い

　
詩
を
語
ら
い
星
々
を
仰
ぐ
た
め

　
…
…

　
私
は
ず
っ
と
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る

　
腐
り
き
っ
た
身
体
で
あ
な
た
の
肉
体
に
接
吻
す
る
衝
動
〉
22
〈

を

　
こ
の
詩
で
も
「
中
国
の
ほ
と
ん
ど
を
横
切
っ
て
あ
な
た
と
寝
に
ゆ

く
」
で
綴
ら
れ
た
内
容
と
同
様
に
、
ひ
と
り
の
女
性
の
肉
体
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
精
神
と
愛
情
の
解
放
が
謳
わ
れ
て
い
る
。「
女
か
ら
直

接
詩
に
渡
っ
て
い
く
」
と
は
こ
の
よ
う
な
筆
致
の
こ
と
を
い
う
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
「
女
か
ら
直
接
詩
に
渡
っ
て
い
く
」
行

為
が
、
詩
の
中
に
余
秀
華
自
身
の
女
性
的
な
身
体
を
む
き
だ
し
の
ま

ま
に
表
出
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
余
秀
華
は
、「
こ
の
身
体
に
収
め
ら
れ
た
こ
の
魂
は
、
ま
っ
た
く

釣
り
合
い
が
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。
魂
が
必
要
と
す
る
も
の
は
い
つ
も

身
体
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
〉
23
〈

す
」
と
、
肉
体
と
精
神
の

不
調
和
が
も
た
ら
す
深
い
ジ
レ
ン
マ
を
語
る
。
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作
家
の
こ
う
し
た
言
葉
を
詩
に
重
ね
合
わ
せ
る
と
き
、
彼
女
の
詩

の
根
底
に
は
、
精
神
が
障
害
の
あ
る
身
体
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
起
こ
る
情
感
の
挫
折
が
漂
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

こ
う
し
た
精
神
と
肉
体
の
乖
離
、
そ
し
て
矛
盾
や
不
調
和
が
、
彼
女

の
こ
れ
ら
の
愛
情
の
詩
の
な
か
で
、
身
体
の
解
放
と
愛
情
へ
の
渇
望

と
し
て
表
出
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
　
運
命
へ
の
抵
抗
と
農
村
の
現
実

　
自
由
奔
放
に
女
性
の
情
欲
を
描
き
出
す
一
方
、
余
秀
華
の
も
う
一

つ
の
詩
風
は
、
農
村
に
お
け
る
自
身
の
現
実
生
活
を
淡
々
と
白
描
す

る
、
い
わ
ば
現
代
中
国
の
農
村
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
愛

情
の
な
い
農
民
夫
婦
の
姿
が
描
か
れ
た
「
私
の
犬
、
小シ
ャ
オ
ウ
ー巫

」
か
ら

見
て
み
た
い
。

　
　
私
の
犬
、
小シ
ャ
オ
ウ
ー巫

　
私
が
び
っ
こ
を
ひ
い
て
門
を
出
る
と
、
犬
は
私
の
後
を
つ
い
て
く

る
　
私
た
ち
は
歩
い
て
畑
を
越
え
、
あ
ぜ
道
を
越
え
て
、
北
へ
向
か

う
、
祖
母
の
家
に
ゆ
く
の
だ

　
私
が
転
ん
で
田
ん
ぼ
の
溝
に
落
ち
て
も
、
犬
は
尻
尾
を
振
り
つ
づ

け
る

　
私
が
手
を
伸
ば
す
と
、
犬
は
私
の
手
に
つ
い
た
血
を
き
れ
い
に
舐

め
る

　
彼
は
酒
に
酔
う
と
、
お
れ
は
北
京
に
女
が
い
る
と
言
う

　
お
ま
え
よ
り
も
き
れ
い
な
女
が
。
仕
事
が
な
い
と
き
、
彼
ら
は
踊

り
に
ゆ
く

　
彼
は
躍
り
に
や
っ
て
く
る
女
が
好
き

　
彼
女
た
ち
の
尻
が
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
の
を
眺
め
る
の
が
好
き

　
彼
女
た
ち
は
ベ
ッ
ド
で
声
を
上
げ
る
、
い
い
声
を
上
げ
る
。
お
前

み
た
い
に
口
を
一
文
字
に
結
ん
で
押
し
黙
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い
、
と
彼
は
言
う

　
ま
し
て
や
顔
を
す
っ
ぽ
り
覆
い
隠
す
こ
と
な
ん
て

　
私
は
黙
々
と
飯
を
か
き
こ
ん
で

　「
小シ
ャ
オ
ウ
ー巫

、
小シ
ャ
オ
ウ
ー巫

」
と
呼
ぶ
と
、
肉
を
一
切
れ
投
げ
て
や
る

　
犬
は
し
き
り
に
尻
尾
を
振
っ
て
、
嬉
し
そ
う
に
オ
ン
オ
ン
吠
え
る

　
彼
が
私
の
髪
を
ひ
っ
つ
か
ん
で
、
私
を
壁
に
た
た
き
つ
け
て
い
る

と
き
、

　
小
巫
は
ず
っ
と
尻
尾
を
振
り
つ
づ
け
る

　
痛
み
を
恐
れ
な
い
人
間
を
前
に
し
て
、
彼
は
無
力
に
た
だ
た
た
ず

む
ば
か
り
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私
た
ち
は
祖
母
の
家
に
着
い
た
あ
と
、
よ
う
や
く
思
い
出
す

　
彼
女
が
死
ん
で
も
う
久
し
い
こ
と
〉
24
〈

を

　「
私
」
の
傍
ら
に
静
か
に
寄
り
添
う
飼
い
犬
の
「
小シ

ャ
オ
ウ
ー巫

」
を
介
し

て
、
望
ま
な
い
結
婚
を
し
た
二
人
の
残
酷
な
関
係
性
が
淡
々
と
描
か

れ
て
い
る
。

　
劉
年
は
、
余
秀
華
の
詩
に
は
、
着
飾
っ
て
汗
の
匂
い
一
つ
し
な
い

現
代
中
国
の
女
性
詩
人
に
は
な
い
独
自
の
醜
さ
や
泥
臭
さ
が
あ
り
、

「
字
と
字
の
間
に
は
は
っ
き
り
と
血
痕
が
滲
み
で
て
い
る
」
と
記
し

て
い
る
〉
25
〈
が
、
こ
の
詩
の
字
間
か
ら
も
血
の
匂
い
が
嗅
ぎ
取
ら
れ
、
夫

の
出
稼
ぎ
に
頼
る
中
国
農
村
の
現
実
と
往
々
に
し
て
暴
力
を
伴
う
前

近
代
的
な
男
女
関
係
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

　
も
う
一
篇
の
詩
「
可
疑
的
身
份
」（
疑
わ
し
き
身
分
）
で
は
、

　
私
は
月
光
を
も
つ
が
、
私
は
未
だ
か
つ
て
輝
い
た
こ
と
が
な
い
。

私
は
桃
の
花
を
も
つ
が

　
未
だ
に
花
開
い
た
こ
と
が
な
い

　
私
は
一
生
を
吹
き
抜
け
る
春
の
風
を
も
つ
が
、
私
の
も
と
ま
で
吹

い
て
よ
こ
さ
な
〉
26
〈

い

と
自
身
の
境
遇
を
農
村
の
自
然
に
喩
え
て
吐
露
す
る
。
し
か
し
そ
こ

に
憤
り
の
感
情
は
見
あ
た
ら
ず
、
む
し
ろ
運
命
を
受
け
入
れ
た
人
間

の
諦
め
の
よ
う
な
も
の
が
看
取
さ
れ
る
。

　
彼
女
は
、「
実
は
私
は
そ
も
そ
も
静
か
な
人
間
で
は
な
い
。
私
は

こ
の
よ
う
な
運
命
に
甘
ん
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
理
不
尽
な
境
遇

を
受
け
入
れ
て
耐
え
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
け
れ
ど
も
、
私

の
あ
ら
ゆ
る
抗
争
は
全
て
失
敗
に
終
わ
り
、
私
は
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な

女
と
な
っ
て
人
前
で
わ
め
き
散
ら
す
の
〉
27
〈

だ
」
と
書
き
、『
人
民
日

報
』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
「
こ
ん
な
運
命
を
だ
れ
が
甘
ん
じ
て
受

け
入
れ
る
も
ん
で
す
か
！
　
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
！
　
こ
ん
な
生
活

を
！
　
飛
び
立
ち
た
く
と
も
飛
び
立
て
な
い
の
で
す
〉
28
〈

！
」
と
語
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
彼
女
の
現
実
生
活
の
大
半
は
、
常
に
お
こ
っ
て
い

る
と
い
う
身
体
の
痛
み
と
こ
う
し
た
強
い
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に

支
配
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
よ
う
な
日
常
の
中
で
、「
私
に
と
っ
て
、

詩
を
書
く
と
き
の
み
、
私
は
完
全
に
な
る
、
静
か
に
な
る
、
満
ち
足

り
〉
29
〈
る
」
の
で
あ
る
。

　「
横
店
村
的
下
午
」（
横
店
村
の
午
後
）（
二
〇
一
四
年
）
は
、
余
家

が
暮
ら
す
寒
村
の
一
情
景
を
描
い
た
詩
で
あ
る
。
春
の
陽
光
が
村
中

に
均
し
く
降
り
注
ぐ
風
景
が
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
た
後
、次
の
よ
う
に
綴

ら
れ
て
ゆ
く
。

　
私
は
分
配
さ
れ
た
光
と
影
に
よ
っ
て
自
身
の
半
生
を
継
ぎ
合
せ

　
母
は
こ
れ
ら
の
こ
ま
ご
ま
し
た
も
の
で
白
髪
を
継
ぎ
合
せ
る

　
わ
た
し
た
ち
は
こ
ん
な
春
の
た
だ
中
に
い
て

　
横
店
村
を
ふ
た
た
び
最
初
か
ら
温
め
直
し
て
い
る
だ
け
〉
30
〈

だ
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こ
の
詩
の
冒
頭
に
あ
る
生
命
力
溢
れ
る
春
の
景
色
は
、
す
ぐ
に
閉
鎖

的
な
横
店
村
の
日
々
の
単
調
な
繰
り
返
し
に
収
斂
さ
れ
て
し
ま
う
。

「
私
」
と
「
母
」
は
、
春
の
熱
度
に
よ
っ
て
、
横
店
村
の
暮
ら
し
を

毎
年
「
温
め
直
し
て
」
歳
を
重
ね
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
方
、「
我

愛
你
」
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
横
店
村
の
冬
で
あ
る
。

　
　
我
愛
你

　
無
味
乾
燥
な
日
々
を
生
き
る
、
毎
日
水
を
汲
み
、
飯
を
炊
き
、
決

め
ら
れ
た
時
間
に
薬
を
飲
む

　
日
当
り
が
い
い
と
き
は
自
分
を
中
に
放
り
込
む
、
ま
る
で
一
塊
の

陳チ
ェ
ン
ピ
ィ皮
〔
ミ
カ
ン
の
果
皮
〕
を
入
れ
て

　
お
茶
と
交
互
に
飲
む
よ
う
に
│
│
菊ジ
イ
フ
ァ

花
、
茉モ
ー
リ
ィ莉

、
玫メ
イ
グ
イ瑰

、
檸ニ
ン
モ
ン檬

　
こ
の
美
し
い
も
の
た
ち
は
ま
る
で
私
を
春
の
道
へ
と
連
れ
だ
す
か

の
よ
う
だ

　
だ
か
ら
私
は
そ
の
つ
ど
そ
の
つ
ど
心
の
中
の
雪
を
押
さ
え
つ
け
る

よ
う
に
す
る

　
そ
れ
ら
は
あ
ま
り
に
白
く
、
あ
ま
り
に
春
に
近
づ
こ
う
と
し
す
ぎ

る
か
ら

　
清
潔
な
庭
で
あ
な
た
の
詩
を
読
む
。
こ
の
世
の
中
の
現
実
は

　
恍
惚
と
し
て
ま
る
で
突
然
飛
び
去
る
雀
た
ち
の
よ
う
だ

　
時
は
、
白
く
て
美
し
い
。
私
は
断
腸
の
思
い
な
ど
と
は
無
縁
な
人

　
も
し
あ
な
た
に
本
を
一
冊
送
り
届
け
る
な
ら
ば
、
私
は
あ
な
た
に

詩
を
送
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

　
私
は
あ
な
た
に
、
植
物
の
こ
と
が
書
か
れ
た
、
作
物
の
こ
と
が
書

か
れ
た
本
を
送
り

　
あ
な
た
に
稲
と
稗
の
違
い
を
伝
え
る
だ
ろ
う

　
あ
な
た
に
、
一
本
の
稗
が
び
く
び
く
し
な
が
ら
も
待
っ
て
い
る

　
春
の
こ
と
を
伝
え
る
だ
ろ
〉
31
〈

う

「
私
」
は
、
無
味
乾
燥
と
し
た
村
の
単
調
な
日
常
の
中
で
春
を
心
待

ち
に
し
、
身
近
に
あ
る
素
朴
で
小
さ
な
美
し
い
も
の
を
探
し
だ
し
て

き
て
は
、「
あ
な
た
」
に
告
げ
て
ゆ
く
。
農
家
の
清
潔
な
庭
の
前
か

ら
都
会
の
「
あ
な
た
」
へ
と
続
く
春
の
道
が
、「
私
」
の
前
に
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
想
い
の
詩
で
あ
る
。

　
最
後
に
農
民
の
父
を
謳
っ
た
詩
を
二
篇
続
け
て
見
て
み
た
い
。

「
一
包
麦
子
」（
一
袋
の
麦
）（
二
〇
一
四
年
）
に
は
、
障
害
の
あ
る
娘

を
養
う
た
め
働
き
続
け
る
老
い
た
父
を
愛
お
し
む
気
持
ち
が
綴
ら
れ

て
い
る
。

　
　
一
袋
の
麦

　
二
度
目
、
彼
は
そ
れ
を
腰
の
高
さ
ま
で
持
ち
上
げ
る
が
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そ
れ
は
滑
り
落
ち
て
ゆ
く

　
去
年
は
ひ
ょ
い
と
肩
に
担
ぎ
上
げ
て
た
っ
て
い
う
の
に
、

　
一
年
で
で
き
な
く
な
る
な
ん
て
そ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
が
あ
る
わ

き
ゃ
ね
え
、
と
彼
は
罵
る

　
三
度
目
、
私
は
彼
に
手
を
貸
し
て
い
っ
し
ょ
に
麦
の
袋
を
彼
の
肩

に
担
ぎ
上
げ
た

　
父
ち
ゃ
ん
、
父
ち
ゃ
ん
は
白
髪
一
本
な
い
じ
ゃ
な
い
か

　
小
麦
の
袋
一
袋
担
ぎ
上
げ
ら
れ
な
い
な
ん
て

　
嘘
つ
き
さ

　
で
も
私
は
知
っ
て
い
る
の
だ
。
九
十
歳
に
な
っ
て
も
父
に
白
髪
が

生
え
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を

　
父
に
は
障
害
の
あ
る
娘
が
お
り
、
大
学
受
験
を
ひ
か
え
た
孫
が
い

る
　
だ
か
ら
彼
の
白
髪
は

　
生
え
て
く
る
勇
気
が
な
い
の
〉
32
〈

だ

　「
手
（
致
父
親
）」（
手
（
父
に
贈
る
））
で
は
、
余
秀
華
の
父
に
対

す
る
愛
憎
が
、
農
民
で
あ
る
父
の
手
を
通
し
て
描
か
れ
て
ゆ
く
。

　
　
手
（
父
に
贈
る
）

　
私
は
あ
な
た
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
、
死
を
迎
え
た
い
の
で
す

　
私
は
あ
な
た
に
復
讐
し
た
い
の
で
す
│
│
農
村
の
芸
術
家
、

　
泥
使
い
の
名
手
が

　
私
を
指
先
で
つ
ま
み
出
し
た
時

　
び
っ
こ
の
泥
人
形
を
作
り
だ
し
た
の
で
す

　
た
と
え
そ
の
あ
と
、
あ
な
た
が
ろ
っ
骨
を
削
っ
て
私
の
脚
に
し
た

と
し
て
も

　
私
は
や
は
り
ま
と
も
に
歩
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

　
ど
う
か
そ
の
歯
を
食
い
し
ば
り
、
私
の
髪
を
一
本
残
ら
ず
抜
き

取
っ
て
、
あ
な
た
の
頭
に
載
せ
て
く
だ
さ
い

　
私
の
苦
し
み
と
恨
み
を
あ
な
た
の
頭
の
上
で
永
遠
に
風
に
靡
か
せ

て
く
だ
さ
い

　
七
十
八
十
に
な
っ
て
も
あ
な
た
に
白
髪
の
栄
誉
を
与
え
な
い
た
め

に
　
そ
の
あ
と
、
あ
な
た
の
木
の
根
の
よ
う
な
指
で
、
土
を
盛
り
私
の

墓
に
し
て
く
だ
さ
い

　
そ
の
あ
と
、
ど
う
か
そ
こ
か
ら
遠
く
離
れ
て
、
も
う
私
の
供
養
を

し
な
い
で
く
だ
さ
い

　
私
の
土
盛
り
の
墓
に
生
え
て
き
た
草
を
抜
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　
来
世
は
も
う
あ
な
た
の
娘
に
は
な
り
ま
せ
ん

　
た
と
え
余
家
の
番
犬
に
な
っ
た
と
し
て
〉
33
〈

も

　
余
秀
華
は
自
身
の
障
害
の
種
を
、
農
民
の
父
の
手
に
重
ね
合
わ
せ

る
。
そ
の
手
が
障
害
の
あ
る
自
身
を
、
そ
の
肉
体
を
作
り
出
し
た
の
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だ
と
父
へ
の
深
い
恨
み
を
表
白
し
、
し
か
し
そ
の
父
の
手
で
自
身
を

墓
に
埋
め
て
欲
し
い
と
懇
願
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
私
」
の
父
に
対
す
る
深
い
憎
し
み
は
、
父
へ
の
深

い
愛
情
と
表
裏
一
体
を
成
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
父
を
テ
ー
マ
と
し

た
余
秀
華
の
一
連
の
詩
は
、
自
身
の
肉
体
、
生
命
、
自
己
存
在
へ
の

根
源
的
な
問
い
か
け
と
な
っ
て
、
再
び
彼
女
自
身
に
投
げ
返
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

結
　
語

　
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
何
篇
か
に
限
っ
て
い
え
ば
、
余
秀
華
の
詩

に
は
二
つ
の
傾
向
が
見
い
だ
せ
る
。
一
つ
は
、
運
命
へ
の
抵
抗
で
あ

る
。
そ
れ
は
「
中
国
の
ほ
と
ん
ど
を
横
切
っ
て
あ
な
た
と
寝
に
ゆ

く
」
の
よ
う
に
、
愛
情
に
対
す
る
熾
烈
な
渇
望
と
し
て
表
れ
る
。
作

者
の
魂
は
そ
の
不
自
由
な
肉
体
か
ら
解
き
放
た
れ
、
村
を
飛
び
出
し

て
恋
人
の
も
と
へ
短
い
旅
に
出
る
の
で
あ
る
。

　
余
秀
華
は
詩
作
を
、「
た
と
え
私
が
こ
の
社
会
に
一
片
の
清
潔
さ

も
な
い
ほ
ど
に
す
っ
か
り
汚
染
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
詩
に

戻
れ
ば
、
私
は
ま
た
き
れ
い
に
な
っ
て
ゆ
く
。
詩
は
絶
え
ず
私
を
浄

化
し
、
私
を
あ
わ
れ
み
慈
し
ん
で
く
れ
〉
34
〈

る
」
よ
う
な
行
為
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
余
秀
華
に
と
っ
て
詩
と
は
、
中
国
の
現
実
に

汚
染
さ
れ
た
身
体
を
洗
い
清
め
る
た
め
の
自
己
浄
化
的
な
行
為
な
の

だ
。
彼
女
の
身
体
と
詩
は
、
相
互
に
補
完
し
合
う
よ
う
な
緊
密
な
関

係
性
を
築
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
二
つ
目
の
創
作
傾
向
は
、
自
身
の
運
命
を
真
摯
に
受
け
入
れ
る
女

性
農
民
の
リ
ア
リ
ズ
ム
詩
で
あ
る
。
医
療
事
故
に
よ
る
重
い
障
害
、

親
の
決
め
た
愛
情
の
な
い
結
婚
、
貧
困
、
家
庭
内
暴
力
、
農
民
工
、

父
へ
の
愛
憎
な
ど
、
本
稿
で
見
て
き
た
だ
け
で
も
、
余
秀
華
の
肉
体

に
は
中
国
農
村
の
困
難
な
現
実
が
纏
い
つ
い
て
い
る
。
詩
の
中
に
響

き
渡
る
ひ
と
り
の
農
村
で
生
き
る
女
性
の
声
は
、
余
秀
華
の
き
わ
め

て
個
人
的
な
肉
声
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
ま
さ
に
現
代
中
国
を

代
弁
し
た
時
代
の
声
な
の
で
あ
る
。
彼
女
の
詩
に
は
、
一
九
七
八
年

か
ら
の
改
革
開
放
後
の
経
済
成
長
に
よ
っ
て
莫
大
な
富
を
生
む
一
方

で
、
環
境
の
悪
化
や
格
差
社
会
の
拡
大
な
ど
の
深
刻
な
問
題
を
抱
え

る
現
代
中
国
の
姿
が
、
そ
の
底
辺
で
生
き
る
人
間
の
情
感
に
よ
っ
て

体
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
新
中
国
建
国
後
に
書
か
れ
た
詩
を
ざ
っ
と
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

た
と
え
ば
食
指
（
一
九
四
八

－

）
は
、「
這
是
四
点
零
八
分
的
北

京
」（
四
時
八
分
の
北
京
）（
一
九
六
八
年
）
で
文
革
時
の
下
放
に
よ

り
故
郷
を
離
れ
農
村
へ
向
か
う
知
識
青
年
た
ち
の
万
感
の
想
い
を
代

弁
し
た
。
北
島
（
一
九
四
九

－

）
は
「
回
答
」（
一
九
七
九
年
）

で
、「
我
│
不
│
相
│
信
！
」（
私
は
│
信
じ
│
な
い
！
）
と
旧
時
代

と
の
決
別
を
高
ら
か
に
宣
言
し
、
青
年
の
心
を
強
く
揺
さ
ぶ
っ
た
。

顧
城
（
一
九
五
六

－

一
九
九
三
）
は
「
黒
眼
睛
」（
黒
い
眼
）（
一
九

七
九
年
）
で
、
文
革
中
に
青
春
を
迎
え
た
世
代
の
心
の
暗
黒
と
新
時

代
へ
の
渇
望
を
表
現
し
た
。
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こ
れ
ら
新
中
国
の
各
世
代
の
声
を
代
弁
す
る
よ
う
な
草
の
根
か
ら

生
ま
れ
た
先
人
た
ち
の
詩
と
同
様
に
、
余
秀
華
の
詩
「
穿
過
大
半
個

中
国
去
睡
你
」
も
一
人
の
女
性
か
ら
発
せ
ら
れ
た
赤
裸
々
な
愛
情
表

現
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
新
た
な
言
論
空
間
が
拾
い
あ

げ
た
現
代
農
村
女
性
の
個
の
肉
声
と
し
て
、
格
差
社
会
の
時
代
の
声

と
し
て
、
同
時
代
の
中
国
の
人
々
の
心
に
長
く
記
憶
さ
れ
て
ゆ
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注〈
1
〉 

李
少
君
「
詩
歌
，
在
重
回
人
們
的
日
常
生
活
」『
人
民
日
報
』

二
〇
一
五
年
四
月
七
日
、
一
四
面
。

〈
2
〉 

劉
年
「
詩
歌
，
是
人
間
的
薬
│
│
余
秀
華
和
窓
戸
的
詩
歌
編
後

記
」『
詩
刊
』
二
〇
一
四
年
九
月
号
下
半
月
刊
、
二
一
頁
。
以
下
、

中
国
語
か
ら
の
日
本
語
訳
は
全
て
筆
者
に
よ
る
。

〈
3
〉 

二
〇
一
五
年
二
月
九
日
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
「「
草
根
詩

人
」
現
象
与
詩
歌
新
生
態
研
討
会
」
で
の
呉
思
敬
の
発
言
。
引
用
部

は
、
呉
思
敬
「
由
余
秀
華
現
象
引
発
的
関
於
当
前
詩
歌
生
態
的
思

考
」、「
中
国
作
家
網
」http://www.chinaw

riter.com
.cn

を
参
照
し

た
（
二
〇
一
五
年
五
月
一
日
参
照
）。

〈
4
〉 

「
詩
裡
詩
外
余
秀
華
」『
人
民
日
報
』
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
二

日
、
一
四
面
。

〈
5
〉 

「
余
秀
華
│
│
従
女
人
過
渡
到
詩
歌
」『
中
国
新
聞
週
刊
』
第
六

九
四
期
（
二
〇
一
五
年
一
月
二
六
日
）、
七
五
頁
。

〈
6
〉 

余
秀
華
「
揺
揺
晃
晃
的
人
間
」『
詩
刊
』
二
〇
一
四
年
九
月
号

下
半
月
刊
、
一
七
頁
。

〈
7
〉 

同
賞
の
審
査
委
員
は
、「
余
秀
華
の
詩
は
堅
実
で
あ
り
、
真
摯

で
あ
る
。
そ
れ
は
現
実
と
い
う
血
管
の
な
か
に
流
れ
る
真
実
の
詩
で

あ
り
、
生
存
の
涙
の
中
か
ら
涌
き
出
す
痛
み
の
詩
で
あ
る
」
と
講
評

し
た
。「『
詩
刊
』
二
〇
一
四
年
度
詩
人
奨
頒
獎
」『
中
国
作
家
網
』

（
二
〇
一
五
年
四
月
二
九
日
） http://w

w
w.chinaw

riter.com
.cn/

（
二
〇
一
五
年
五
月
一
日
参
照
）。

〈
8
〉 

沈
睿
「
什
麼
是
詩
歌
？
：
余
秀
華
│
│
這
讓
我
徹
夜
不
眠
的
詩

人
」
二
〇
一
五
年
一
月
一
二
日
。
沈
睿
の
新
浪
微
博
に
掲
載
。

http://blog.sina.com
.cn/s/blog_5 fb7 c5 b80102 vf0 z.htm

l

（
二
〇
一

五
年
五
月
一
日
参
照
）。

〈
9
〉 

沈
浩
波
「
談
談
余
秀
華
的
詩
歌
以
及
大
衆
閲
読
口
味
」（
二
〇

一
五
年
一
月
一
九
日
）『
詩
歌
是
一
束
光
』
微
信
号
。

〈
10
〉 

前
掲
、
沈
浩
波
「
談
談
余
秀
華
的
詩
歌
以
及
大
衆
閲
読
口
味
」。

〈
11
〉 

同
右
。

〈
12
〉 

同
右
。

〈
13
〉 

同
右
。

〈
14
〉 

同
右
。

〈
15
〉 

沈
睿
「
中
国
有
些
男
詩
人
自
恋
得
厲
害
」『
新
京
報
書
評
週
刊
』

微
信
公
衆
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
二
二
日
。

〈
16
〉 

前
掲
「「
草
根
詩
人
」
現
象
与
詩
歌
新
生
態
研
討
会
」
で
の
劉

立
雲
の
発
言
。

〈
17
〉 
前
掲
、
呉
思
敬
「
由
余
秀
華
現
象
引
発
的
関
於
当
前
詩
歌
生
態

的
思
考
」。
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〈
18
〉 

前
掲
、
李
少
君
「
詩
歌
，
在
重
回
人
們
的
日
常
生
活
」
を
参
照

し
た
。

〈
19
〉 
余
秀
華
「
余
秀
華
的
博
客
」二
〇
一
五
年
一
月
一
六
日
、http://

blog.sina.com
.cn/yuxiuhua1976

（
二
〇
一
五
年
五
月
一
日
参
照
）。

〈
20
〉 

前
掲
「
従
女
人
過
渡
到
詩
歌
」
七
六
頁
。

〈
21
〉 

余
秀
華
「
穿
過
大
半
個
中
国
去
睡
你
│
│
余
秀
華
詩
選
」『
詩

刊
社
』
微
信
号
（
二
〇
一
五
年
一
月
一
七
日
）。

〈
22
〉 

余
秀
華
『
搖
搖
晃
晃
的
人
間
│
│
余
秀
華
詩
選
』
湖
南
文
芸
出

版
社
、
二
〇
一
五
年
、
七
二
頁
。

〈
23
〉 

「
鏘
鏘
三
人
行
」『
鳳
凰
視
頻
』
二
〇
一
五
年
二
月
五
日
放
送
。

〈
24
〉 

余
秀
華
『
月
光
落
在
左
手
上
│
│
余
秀
華
詩
集
』
広
西
師
範
大

学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
四
頁
。

〈
25
〉 

前
掲
、
劉
年
「
詩
歌
，
是
人
間
的
薬
│
│
余
秀
華
和
窓
戸
的
詩

歌
編
後
記
」
二
二
頁
。

〈
26
〉 

前
掲
、
余
秀
華
『
搖
搖
晃
晃
的
人
間
│
│
余
秀
華
詩
選
』
五
八

頁
。

〈
27
〉 

前
掲
「
揺
揺
晃
晃
的
人
間
」
一
七
頁
。

〈
28
〉 

前
掲
「
詩
裡
詩
外
余
秀
華
」
一
四
面
。

〈
29
〉 

前
掲
「
揺
揺
晃
晃
的
人
間
」
一
七
頁
。

〈
30
〉 

前
掲
、
余
秀
華
『
月
光
落
在
左
手
上
│
│
余
秀
華
詩
集
』
四
〇

頁
。

〈
31
〉 

同
右
、
三
頁
。

〈
32
〉 

同
右
、
八
九
頁
。

〈
33
〉 

初
出
不
明
。
余
秀
華
「
余
秀
華
的
博
客
」
二
〇
一
〇
年
一
二
月

九
日
の
記
事
「
豊
霊
対
我
的
詩
評
，
謝
謝
他
了
」
か
ら
引
用
し
た

（
二
〇
一
五
年
五
月
一
日
参
照
）。

〈
34
〉 

余
秀
華
、
前
掲
「
揺
揺
晃
晃
的
人
間
」
一
七
頁
。


